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              ヒトの若さ度評価と数量化分析
                                    駒 澤   勉
 ヒトの健康に関する生体情報，生活環境や自然環境をいろいろと観測して定量的に評価することは，健
康の深度を予測する重要な研究課題である．
 健康を害してからの病院における診断・治療の守備型の個人医学は今後ともに，さらに充実させねば
たらたいが，これからの健康問題を考えるとき，病気にさせない各種集団健康診断（循環器系，消化器系
など）を中心にした攻撃型の予防医学を積極的に展開する必要がある．
 この予防医学は保健経済面からみても今後重要た健康科学の課題である．そこで，これからのQua1ity
of Life（QOL）のためにも各々の健康に関する情報（食事・運動・生活調査・各種健康検査）を的確に
総合的健康指標化して健康の予知・予防の評価が出来る研究開発を行っている．特に，本年度は多くの
検査結果から体の機能の若さ度を，次の4つの機能によって構成し，総合評価した．
 （1）静的機能として，心臓を動かすための起電力や感覚など，体を動かさなくても働いている機能
 （2）動的機能として，ダイナミックに体を動かすことによって発揮される機能
 （3）臓器機能として，各臓器が持っている潜在的な機能
 （4）代謝機能として，体のなかの化学的な機能
